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鋼モルタル板を用いた座屈拘束ブレースにおけるクリアランスの影響

1.序

呼率既の研究 l)で､底屈拘楽プレ-スにおいて芯材と

拘食材との問のクリアランスを/トさくするほど高い性

能を得ることがわかった¢しかし芯朝輝さが変化した場

合､それに応じてクリアランスを変化させることが有用

であるのカ榔 苛であり､またクリアランスを小さくしす

ぎると庄編制で荷滋が大きくなり安定した復元力特性

が得られなくなるのではないかと懸念されているめ

革研究ではこれらのことを確認するため､避寒択教練

の芯材将さとクリアランスを遊離とし､その比率を-蛋

にした澄ま芯材解きとクリアランスを変化きせた餅軟

体およびクリアランスが極めて小さい就軟体を製作し､

軸方向液冷英数を行う｡

2,実験計画

2,1試験体

瓢現俸-繁を寮tに､轍 終i紺 を図lに示す｡道本

であるO)歌敬体は芯材厚さi6帆Il､クリアランスIrmll

である｡これに対しCl袖 棒は､この比率を義輝とし

て芯材厚さとクリアランスを約半分に変化させた飲軟

体であるやC2訳軟体およびC3親駿体は､,S朗厚さとク

リアランスにおける牌孫はそれぞれCO銃後終､cl釈軟

体と同じであるが､;抑 転館比や1'JPyが異なるBC4釈

敬体はクリアランスを0.llrm,Iにした訳敬体である｡

図 lの斜線輝両面に､クリアランスInnlの釈放終に

粍アンポンド材を､その他の珊 体にはテフロンを粘付

するゎ

芯封の降伏荷EW yを索材部数より算出するb拘液相の

座巌拘繍 蒐 Pl..)は､機 体柔さ(九で2351mm姥底屈長さ

としてオイラ∵鹿裸荷蛮式より罪出する｡

2.2試験体パラメータ

))co試験体とCl試験棒との比較

英放経典や欝出される性能を比較し､芯胡澱さに応じて
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クリアランスを変化させることが有用なことであるの
かを耗深する｡

2)C2夢宅敬体とC3験教柊との比較

芯材略取七や pdPyといった他の灸件が変わっても 1)と

同じことがいえるのかを碓艶する｡

3)C4釈験体

クリアランスが極めて小さい藤倉､引破髄と庄絡梅で問

等の3=ネル輝-吸収蕊が終られるのかを確瓢する舟

2.3載荷方法

磯荷は正負発券斬麟 返し救荷とし､軸努向変億で制

鞠咋'るQ撒蹄には1000kNアクチュエータを使用し､弱
軸が収得軸面内になるように 45度の角度で訳験鉢を殴

tL町する｡

3.実験結果

3,1履歴特性

各駅軟体の耐力低下時の藍.数終状態について衆2に

沸す｡C4言純鉄鉢における耐力低下略の掛浅､耐力放下が

沈められないま渡来験を終了したため袈駿終了時の鼠

を示す｡

3.2最終状態

全ての米験体において芯材数性比領域に高次の座屈

モードを確認できた.クリアランス Immの試験体とそ

れに対応するクl)アランス0.5mmの試験終結､鹿屈モー

ドの波の状態がそれぞれ御株であ/)た〃

図1綿 体形状

衷l蓋鵡策休一覧

表2実験絃爽

奴検体名耐力鮭下時の 芯材の最終状態

CO 3.拡雷4回8 萄輪の馬髄変頑
Ct. 3ーOS萱2【感官 親機の局部変形Ⅰ
C2 3一(精査9回均 襲抱一方向の変形

C3 3.鴨莞6回8 引

欝さ 畷 蝶歯根 降伏≒カ攻 降伏聯艶 鰭陳汰 初. 高さ 蛎儀2次モーメント座尾的束帯汲
如 ) (JuI^ 【mIlα▼(/巾})P十(川) 申森吉 卸rI) ttXt0-m )̀ Pー(帆) 払功)

CO 一声 176 28托 279 786 一一.8 2Oj.256.0 63ー 23柑 ト0 3_○

Ct 9 99 き9ー 296 264 1上8 22,238.0 193 709 0.5 ～.7

C2 ー6 138 2208 279 616 8.6 85__2.60.0 _._____}8ー 2870 I.0 4.7
C3 9 7~7 893 296 285 8.6 OO_245.5 246 台oil 0.5 4_4
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4.考繋

4.1復元力特性

PqyO-:軸方向荷蟹､pyニ降伏荷勘 と盃t(%)の泌旅

を図2に示す(.

1)CO糎 体とCl釈敬体

CO釈放終闇 2(a))とCJ淑敬称(溺2(b))は､3.0%盃をそれ
ぞれ4回､2回と換り返した｡どちらの耽験鉢も引張仰‡

と庄簸僻で節櫛の放歴ノレ-プを描き､安定した復元力特

健を示した廿

2)C2職 鯵とC3純鉄体

C2飢験捗とC3駅軟体も3.0%盃をそれぞれ9向､S回よ
換り塩しな

3)(油紙駿終

文献 lに滋いて爽教を行ったクリアランスOmmの夢や敬

体は､3､0%盃圧勝側において常盤が大きくなり汲ネルギ

-戟収敦が引鋸地と同琴ではなかったが､クI)アランス

0.1m爪のC4釈放終結､最後まで引棚 と圧縮湖で同等

のエネルギー吸収敦が締られた｡

4.2性能評価

性能評価にあたって各款扱鉢の親機獣性変形熔解†き､

累増髄性教法ネルギ…払､累研塑扱盃xネルギー率Wを

罫出して教3与こ示す｡ ‡)は義横紙の影尊を考慮して､各

繰り返し噂の引御 ‡の舟大変形を親科して算出した｡衆

中には7i→としで袋紀する｡euは F.を降i瀬野蕊と弾性級
界変形蕊を乗じた健で除して察次元化したパラメータ

である申

厨 3に抄と pdP}rの関係およびWの性能評価式

(W=150XP鵜 )との隣保を示す轟比較のため文献 Iより
クリ7'ランス0mmの隅板捗について宅)限中にプロット

する｡

4.3性能評価の検射

りCO釈鉄棒とCl釈験鋒

CO釈軟体とCl款放射j:､どちらも性能評価式を上回る
結果となり.芯材W.さを約半分にすることに応じてクリ
アランスを変化させても性能に差はないということを

確艶できた｡
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2)C2釈験体とC3試験体

C2離軟体とくつ款験体も共に接綬評価淡を上換る練炭と

なっ軋 これより､りで確澄されたことは芯材城野比や

脚 ')に関係なく同じことがいえる｡

3)(対談験俸

co就験終に近似 した如が終られたが,クl)アランス

Ommの昏宅教体と比較した毅倉はWに崖が見られたbこれ
は､クリアランス OlnJrlの柵 体i淵 コによって芯

材と的樹 との聞手J親臨ブコが生じ､拘紺 も荷蕊を負担

してしまったのに対し､C4溌教体はクリアランスが

0.1mm設けられていることにより､荷奴が拘束材に負壊

されることなく芯材に伝わったことによ,各ものである

と考えられる也

5.紘

芯抑撃さに応じてクリアランスを変化させた筑軟体

およびクリアランスが極めて小さい駅験陣を製作し､軸

方向破砕来験を行い､以下に示すことがわかった｡

1)芯材髄厚比やPdP,･といった他の粂終に槻係なく､芯材

厚さが小さくなることに応じてクリアランスを小さく

することは､高盃状漁でも安定した絹:確を有する展観杓

繁プレースを雛 する上で有用である中

2)極めて小さくと尊さクリアランスを設けることで､引張

磯と崖村側で済将のエネルギー吸収鹿の家産した復元

力馳 鳴 られる｡しかしこの敬倉､赦終約に強穐方向

に変形するので注意が必資である｡
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